
 

GO_SCALの極意 
　□１．高勝率＝高ボラティリティ 

　□２．それでも逆行なら損切が最善 

　□３．大相場は「稼ぐ」！／通常相場は「待つ」！ 

 

　□時間帯の良さを利用（10:00～、14:30～、NYタイム） 

【①環境認識】 

　□：１時間足を確認（はらみ足×／高値・安値ライン注意） 

　□：スラスト発生が命！（必須：150pips以上） 

　□：１分足のサイズを確認（必須：30pips以上） 

　　　□50-100pipsの足が出ているなら“大相場” 
【②エントリー】 

　□通常相場／EMA13かストキャスに引き付けるのがポイント 

　　　　□ストキャスサインで２回エントリーする可能性あり 

　　　　　　 

　□大相場／EMA6付近なら雑にエントリーして良い 

　　　　　→EMA13タッチまでトレードを繰り返す 

 

※スラストの勢いが強烈でも、いきなり逆行することも多い 

　大陽（陰）線の先に飛びつかない／資金管理を破らない！ 

 

【③決済】 

　□利益30pips：損切60pipsが基本（大相場は２倍に広げる） 

　□微益・微損で切っても良い、プロのトレード◎ 



 

■負けを防ぐこと＝高勝率＝資産増加 
 
【危険度・特大★★★】 

　□１時間足がはらみ足　…絶対にトレードしない 

　※大相場や指標の翌日（前日の大きな足の中）に気を付ける 

 
【危険度・大★★】 

　□１時間足が重要ライン手前　…過信、資金管理無視に注意 

　（１時間足以上の高安値、前日の高安値） 

 

【危険度・中★★】 

　□ダラダラ下げ（上げ）が長い 

　□１本の戻り足が100pips以上 

　□時間帯に注意 

　　→10:00、14:30直後に飛びつかない、窓明けはトレードしない 

 

【やりがちなルール外のトレード】 

　□ナンピン 

　□１本20pips程度のボラしか出ていない環境でのトレード 

　□第１ストキャスから大きく資金を仕掛けすぎ 

　□エントリーを引き付けていない 

　□重要ラインを大陽（陰）線確定で抜けきっていない 

 

□良い条件、大相場、指標は待っていれば来る！ 

□暴走が多い人は、通常相場は「不要」！ 

□通常相場で無駄に減らさない！（規律の順守） 


